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A Study of the Tone Guidance of Chinese by Means of the Melody of
“ Twinkle，Twinkle，Little  Star ( Also Known as Kira Kira Boshi in Japan )”














































































































１．ǎ  ā  ā  ā ～ 
→ 你吃香蕉 （ nǐ chī xiāngjiāo ）
→ 我喝咖啡 （ wǒ hē kāfēi ）
２．ソ ソ ド ソ ～
→ 发音好听  （ fāyīn hǎotīng ）
→ 飞机起飞 （ fēijī qǐfēi ）
３．mā mā mā mǎ ～
→ 他说英语 （ tā shuō yīngyǔ ）
→ 抽烟喝酒 （ chōuyān hējiǔ ）
４．ā  ǎ  ā  ā ～
→ 她想开车 （ tā xiǎng kāichē ）
→ 他有公司 （ tā yǒu gōngsī ）
５．ソ ド ソ ド ～
→ 他有铅笔 （ tā yǒu qiānbǐ ）
→ 她买香水 （ tā mǎi xiāngshuǐ ）
６．mā mā mā mā ～
→ 公安机关 （ gōngān jīguān ）
→ 初中高中 （ chūzhōng gāozhōng ）
７．ド ソ ソ ド ～
→ 每天开始 （ měitiān kāishǐ ）
→ 北京香港 （ Běijīng Xiānggǎng ）
８．mǎ mā mǎ mā ～
→ 我家有猫 （ wǒ jiā yǒu māo ）















　一人の学生に５．の ソ ド ソ ド の二番目のド
が下がりきっていない現象があったが、訂正後は
良くなった。それを含めて正解率は90～95％くら
いに達した。
７．考察
　実験で、初めに「キラキラ星」の出だしの
「ド」と「ソ」のパターンを入れ替えて歌う練習
をしたことにより、高・低調域が相対的に構築さ
れ、第一、第三声により構成された様々な声調の
組み合わせの四字熟語を正しく発音することがで
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きるようになり、＜仮説1＞は検証された。
　また、二種類の四字熟語の二番目の方が最初の
熟語よりスムーズに発音できたということは、声
調の組み合わせを習得したならば、声調記号の下
にある子音・母音の組み合わせがどんなに変わっ
ても、同じ声調パターンなら、同じ要領で発音す
ると、安定した声調を定着させることが可能とな
るという＜仮説２＞も検証されたといえる。この
ことは、声調の組み合わせをメロディにしたから
こそ、替え歌感覚で声調指導ができ、高い中国語
発音力を実現する可能性を示唆するものである。
８．今後の課題
　今回の実験授業では対象人数がわずか二人で
あったことで、「ド・ソ」メロディ声調指導法の
有効性が確実に立証されたのかとの疑問が出てく
るかもしれない。しかし、郭麗影が熊本大学で、
毎年10名の大学生を被験者として、ＣＤを使用し
た効果確認実験を行い、高い正解率のデータを蓄
積しており、今回の実験授業の有効性はカバーさ
れているのではないか。
　また、今回の長崎ウエスレヤン大学での実験授
業は一コマだけだった関係上、第一、第三声によ
り構成された四音節の声調指導だけに終わり、第
二、第四声を交えた四音節の声調指導は時間的に
無理であった。第一、第三声により構成された声
調の組み合わせの練習により、高・低調域が構築
されていれば、第二、第四声を交えても、四字熟
語を正しく発音することができるかについては今
後の課題とする。
注　　　　　　　　　　　　
ⅰ 本研究では、声調の説明において、従来の
「高平・中昇・低降昇・高降」より、特徴的で
分かりやすい「高・低・昇・降」で解説する。
ⅱ 今回は郭麗影が録音したＣＤは使用せず、生
の音声で実施した。
ⅲ 第三声は、まず半三声を定着させてから、全
三声を教授する。
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